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第１章 環境にやさしいまちをつくる 

第１項 環境基本条例と環境基本計画 

１ 練馬区環境基本条例 
⑴  環境基本条例(平成 18 年６月練馬区条例第 58 号) 

区の環境保全施策の方向性を明確にする基本的な枠組みとして、平成 18 年６

月 29 日に「練馬区環境基本条例」(以下「環境基本条例」という。)を公布、同年８

月１日に施行しました。 

ア 目的 

区の環境の保全にかかわる基本理念、区・事業者・区民の責務、環境の保全

にかかわる基本的事項を定め、地域環境や広域的な環境の保全に貢献する。 

イ 基本理念 
①良好な環境を次世代に引き継ぐ ②環境への負荷が少ない持続可能な社

会を築く ③事業活動と日常生活全般において積極的に環境保全を進める 

ウ 環境基本計画 

  環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境基本 

計画を定める。また、施策の策定や施設の建設などに際して、環境に配慮して 

いく。 

エ 区民参加や区民への支援など 

区は、区政への区民参加を進め、環境保全に関する区民活動を支援する仕 

組みを整備するとともに、環境学習や環境保全への意識啓発の推進に努める。

また、日常生活や事業活動が環境に大きな負荷をかけないよう、必要に応じて

区民や事業者に措置を要請することができる。 

 オ 環境に関する情報の公表 

区は、環境についての調査・研究、情報の収集、監視・測定を実施し、報告書

を作成し、結果を公表する。また、環境に関する情報を区民や事業者に提供す

る。 

 

⑵ 練馬区環境審議会 

環境基本条例第 22 条の規定に基づき、「区の環境の保全に関して基本的事項

を調査審議するための組織」として、平成 18 年 12 月に設置しました。 
区長の諮問に応じて、環境基本計画や環境の保全に関する基本的事項につい

て調査審議します。委員の任期は２年で、公募区民５名、区民団体推薦４名、事

業者団体推薦４名、学識経験者２名、教育関係者２名、関係行政機関職員１名の

計 18 名の委員で構成しています。 

令和２年度は１回開催し、「西武鉄道新宿線（井荻駅～西武柳沢駅間）連続立

体交差事業」に係る環境影響評価書案に対する区長意見および「練馬区環境基

本計画 2011(後期計画)の進捗状況評価結果」について審議しました。 

 

⑶ 環境都市練馬区宣言(平成 18 年８月)(巻頭に記載) 

環境基本条例の施行を機に、地域環境・地球環境の保全に取り組み、より良い

環境を次の世代に引き継ぐ決意を内外に明らかにしました。 
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２ 練馬区環境基本計画 2020(令和２年３月策定) 

⑴ 策定の背景、位置付け 

環境基本条例に基づき、区の環境の保全に関する施策を、総合的かつ計画的

に推進するために策定しています。「練馬区環境基本計画 2011(後期計画)」※の

方向性を継承し、第２次ビジョンの環境分野の施策を体系化するものとして、令和

２年３月に策定しました。 

地球温暖化対策の推進に関する法律の「地方公共団体実行計画(区域施策

編)」、気候変動適応法の「地域気候変動適応計画」として位置付けています。 

※平成 22 年度に策定し、28 年度に後期計画として改定。（計画期間 平成 29 年度～令和元年度） 

   

⑵ 計画期間 

令和２年度から令和 11 年度まで。 

   

⑶ 望ましい環境像と目標、施策 

「みどりの風吹く 豊かな環境のまち ねりま」を望ましい環境像として定め、 

環境面の施策を推進します。望ましい環境像の実現に向け、「みどり」「エネル 

ギー」「清掃・リサイクル」「地域環境」の４分野それぞれに目標を設定しています。 
■みどり  
目標 練馬のみどりを未来へつなぐ 
方針１ みどりのネットワークの形成  

  
 
 
 
 

 
 
 

方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる 
 
 
 

 
 
■エネルギー 
目標 住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ 
方針１ 災害時のエネルギーセキュリティの確保 
 

 
 

方針２ 効率的で低炭素なエネルギーの確保  
 

 
 
 
 
 
 

① みどりのネットワークの拠点となる大規模な公園づくり 
② 暮らしに潤いをもたらす身近な公園づくりと良好な管理 
③ みどりのネットワークの軸となる幹線道路の整備や河川改修、駅
周辺・公共施設におけるみどりの空間づくり 

④ 樹林地や樹木の保全と管理 
⑤ 地域ぐるみでの緑化の推進とみどり豊かな開発の促進 
⑥ 都市農地の保全 

 

① 個人のみどりを地域で守る仕組みの拡充 
② 公園や憩いの森の区民管理の拡充 
③ みどりを守り育てる人材や団体の育成、区民による取組の支援 
④ みどりを育む基金を活用したみどりと積極的に関わる機会の拡充 
 

① 避難拠点での電気自動車等の活用  
② 避難拠点への太陽光発電設備の導入 
 

① 再生可能エネルギーの利用促進 
② 省エネルギーへの取組 
③ 地域コジェネレーションの構築 
④ 区民・事業者と連携した温室効果ガス排出量削減の取組 
⑤ 防災・環境・まちづくりとの連携  
⑥ 清掃工場の活用 
⑦ 地域活動を担う人材の育成 
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■清掃・リサイクル 
目標 みどりあふれる循環型都市をめざして 
方針１ ごみの発生抑制・再使用の促進 

 
 
 

 
 

方針２ 多様な資源循環の推進 
 

 
 
方針３ 適正処理の推進 
 
 

 
方針４ 協働の取組の推進・環境学習の充実 

 
 
 
 
■地域環境 
目標 快適な地域環境をつくる 
方針１ 良好な交通環境の整備 
 
 
 
 
 
 
方針２ 良好な生活環境の保全 
 
 

 
 
方針３ 気候変動への対応 
 
 
 
方針４ 協働の取組の推進・環境学習の充実 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

① 排出ルールの徹底、事業者の自己処理責任の徹底 
② 資源・ごみの収集運搬と適正処理・処分  

① ３Ｒに取り組む区民・団体・事業者の活動支援 
② ３Ｒに関する普及啓発や環境学習の充実  

① 環境に配慮した都市計画道路の整備 
② 西武新宿線の立体化 
③ 大江戸線の延伸 
④ みどりバス再編等による公共交通空白地域改善の推進 
⑤ 自転車利用環境の整備 

① 公害発生の防止や空き家対策など生活環境の保全 
② 環境に配慮したまちづくりの推進 
③ 環境にやさしい住まいづくりの促進  

① 雨水流出抑制対策の推進 
② 暑熱環境対策の推進 

① 環境保全活動を行う区民・団体との連携、支援 
② 地域活動を担う人材の育成 
③ 環境学習、環境教育の推進  

① プラスチック使用の削減 
② 食品ロスの削減 
③ 生ごみの発生抑制・資源化 
④ 再使用の促進 
 

① 区民・事業者が進める資源回収の促進 
② 区が進める資源回収の推進  
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目標 みどりあふれる循環型都市をめざして 
方針１ ごみの発生抑制・再使用の促進 

 
 
 

 
 

方針２ 多様な資源循環の推進 
 

 
 
方針３ 適正処理の推進 
 
 

 
方針４ 協働の取組の推進・環境学習の充実 

 
 
 
 
■地域環境 
目標 快適な地域環境をつくる 
方針１ 良好な交通環境の整備 
 
 
 
 
 
 
方針２ 良好な生活環境の保全 
 
 

 
 
方針３ 気候変動への対応 
 
 
 
方針４ 協働の取組の推進・環境学習の充実 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

① 排出ルールの徹底、事業者の自己処理責任の徹底 
② 資源・ごみの収集運搬と適正処理・処分  

① ３Ｒに取り組む区民・団体・事業者の活動支援 
② ３Ｒに関する普及啓発や環境学習の充実  

① 環境に配慮した都市計画道路の整備 
② 西武新宿線の立体化 
③ 大江戸線の延伸 
④ みどりバス再編等による公共交通空白地域改善の推進 
⑤ 自転車利用環境の整備 

① 公害発生の防止や空き家対策など生活環境の保全 
② 環境に配慮したまちづくりの推進 
③ 環境にやさしい住まいづくりの促進  

① 雨水流出抑制対策の推進 
② 暑熱環境対策の推進 

① 環境保全活動を行う区民・団体との連携、支援 
② 地域活動を担う人材の育成 
③ 環境学習、環境教育の推進  

① プラスチック使用の削減 
② 食品ロスの削減 
③ 生ごみの発生抑制・資源化 
④ 再使用の促進 
 

① 区民・事業者が進める資源回収の促進 
② 区が進める資源回収の推進  

 - 9 - 

⑷ 進捗管理 
毎年度点検・評価します。進捗状況の点検は、区の環境の現状や環境保全

施策の実施状況を示す環境指標を定めて行っています。環境審議会におい

て進捗状況を評価し、見直しの必要性や方向性等について検討します。12

の環境指標の令和２年度の進捗状況は以下のとおりです。 
 
 

 

 

 

 

 

目標 環境指標 
令和 11 年度 

目標値 

令和２年度 

実績 
評価 

練馬のみど

りを未来へ

つなぐ 

練馬のみどりに満足している

区民の割合 
80％ ※１ 

調査対象外年次 

※２ 
－ 

区のみどり施策への満足度 維持向上  

79.1％ 

（令和元年度実績 

77.0％）※３ 

Ａ 

住宅都市に

ふさわしい

自立分散型 

エネルギー

社会へ 

区内の温室効果ガス排出量 

（平成 25 年度比） 
26％削減 ※４ 

13.2％削減 

※５ 
Ｄ 

区内のエネルギー消費量 16,569TJ 
19,750TJ 

※５ 
Ｄ 

住宅・事業所の再生可能エネルギ

ー・省エネルギー設備設置補助に

基づく温室効果ガス排出削減量

(累計) 

21,451t-CO2/年  

13,007t-CO2/年 

(令和 2 年度目標値 

13,199t-CO2/年） 

Ａ 

みどりあふ

れる循環型

都市をめざ

して 

区民 1 人 1 日あたりのごみ 

収集量 

令和 8 年度までに 

443ｇ以下 ※６ 
493ｇ 

Ｃ 

※７ 

リサイクル率  
令和 8 年度までに 

25.2％以上 ※６ 
24.1% Ａ 

快適な地域 

環境をつく

る 

区内の都市計画道路の整備率 73.2％ ※８  50.9％ Ｂ 

管理不全な空き家およびいわゆ

るごみ屋敷に対する指導棟数 

（累計） 

     260 棟 

93 棟 

（令和 2 年度目標値   

60 棟） 

Ａ 

雨水流出抑制対策量（累計） 
令和 3 年度までに 

555,000 ㎥  ※９ 
570,118 ㎥ Ａ 

つながるカレッジねりまの「み

どり」「環境」分野の修了者数

（累計） 

400 人  

24 人 

(令和 2 年度目標値

40 人) ※10 

Ｂ 

環境作文コンクールへの作品

応募数 
  1,100 作品 

中止 

※11 
― 

【環境指標の進捗状況に関する調査結果】 

Ａ 順調に進捗している（進捗状況が概ね８割以上）           ５ 指標 

Ｂ ほぼ順調に進捗している（進捗状況が概ね６割以上８割未満)   ２ 指標 

Ｃ 進捗状況がかんばしくない(進捗状況が概ね６割未満)    １指標 

Ｄ その他(単年度での評価が困難等)             ２指標 
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※１ 練馬区みどりの総合計画（平成 31 年４月）に基づく。令和 30 年度まで。 

※２ 区民意識意向調査において概ね５年に一度調査される項目。 

(前回調査平成 27 年度、次回調査予定令和３年度) 

※３ 区民意識意向調査において毎年調査される項目。 

※４ 平成 28 年５月に国が策定した「地球温暖化対策計画」に基づき、令和 12 

年度までに平成 25 年度比で 26.0％削減とする。 

※５ 平成 30 年度実績。オール東京 62 市区町村共同事業が集計を行い、概ね２ 

    年後に確定する。 

※６ 練馬区第四次一般廃棄物処理基本計画（平成 29 年３月）に基づく。令和

８年度まで。 

※７ 新型コロナウイルス感染症による外出自粛の影響等により、家庭ごみの

排出量が増加している。 

※８ 東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）（平成 28 年

３月）、第２次ビジョン戦略計画に基づく。値は、令和５年度までに着手す

る路線の完成時。 

※９ 練馬区総合治水計画（平成 24 年３月）に基づく。令和３年度まで。 

※10 「環境」分野のみの修了者数。「みどり」分野は令和２年度から令和３年

度までの２年制となっている。 

※11 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。 
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